
【
前
回
定
例
会
以
降
の
動
き
に
つ
い
て
】

東
京
電
力　

具
体
的
な
対
策
は
検
討
中
だ

が
、防
潮
堤
を
造
り
直
す
の
で
は
な
い
。

現
状
の
設
備
に
手
を
施
し
て
、
安
全

基
準
に
対
応
す
る
も
の
に
し
て
い
く
。

東
京
電
力　

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
の

基
準
地
震
動
は
道
路
橋
な
ど
の
基
準

類
で
考
え
ら
れ
て
い
る
地
震
力
と
比

べ
て
大
き
い
。
審
査
の
過
程
に
お
け

る
規
制
当
局
か
ら
の
指
摘
も
考
慮
し

て
、
よ
り
安
全
側
に
立
っ
た
考
え
方

を
取
り
入
れ
る
こ
と
と
し
た
。

東
京
電
力　

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
は

福
島
と
比
べ
て
建
屋
周
り
で
の
地
下

水
の
汲
み
上
げ
量
は
多
い
が
、
一
概

に
地
下
水
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
は

な
い
。
中
越
沖
地
震
後
の
建
屋
の
傾

き
に
つ
い
て
は
、
調
査
を
継
続
し
て

い
る
。
原
因
に
つ
い
て
ま
だ
説
明
で

き
る
状
態
に
は
な
っ
て
い
な
い
が
、

そ
の
量
は
ご
く
わ
ず
か
で
建
物
、
設

備
に
問
題
を
き
た
す
よ
う
な
も
の
で

な
い
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
説
明
ど

お
り
維
持
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

東
京
電
力　

少
な
い
人
数
で
も
し
っ
か
り

と
説
明
を
し
て
い
く
事
が
大
切
と
考

え
て
い
る
。
事
前
周
知
が
足
り
な
か

っ
た
こ
と
な
ど
も
要
因
と
考
え
ら
れ

る
の
で
、「
ニ
ュ
ー
ス
ア
ト
ム
」
等
の

他
に
も
周
知
方
法
を
検
討
し
た
い
。

東
京
電
力　

信
頼
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

努
め
て
ま
い
り
た
い
。

　

前
回
定
例
会
以
降
の
動
き
に
つ
い
て

各
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
か
ら
報
告
を
受
け

た
。
そ
の
後
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
委
員

の
み
で
、
今
後
開
催
さ
れ
る
情
報
共
有

会
議
や
地
域
の
会
の
運
営
に
つ
い
て
意

見
交
換
し
た
。
さ
ら
に
、
委
員
の
み
で

来
期
の
運
営
全
体
を
通
し
た
話
し
合
い

を
行
っ
た
。

地
域
の
会
の
運
営
に

関
す
る
フ
リ
ー
ト
ー
ク

地
域
の
会
の
運
営
に

地
域
の
会
の
運
営
に

関
す
る
フ
リ
ー
ト
ー
ク

場　

所
柏
崎
原
子
力
広
報
セ
ン
タ
ー（
研
修
室
）

開
催
日
平
成
28
年
11
月
2
日（
水
）

出
席
者
16
名（
欠
席
4
名
）

概 要

地域の会 概要
①会員は、柏崎市、刈羽村に在住し、会が認める各種団体および地域の
　推薦を受けた25名以内の委員で構成。任期は2年。
②会の任務（1）原子力発電所の運転状況及び影響等の確認・監視
　　　　　（2）事業者等への提言
　　　　　（3）会での議論、活動等の住民への情報提供
　　　　　（4）委員の研修
　　　　　（5）その他会の目的を達成するために必要と認められる事項

　「地域の会」では、発電所そのものの賛否はひとまず置いて、安全運転に係る事業者や行政当局の必要にして充分な情報提供に基づき、発電所の安全について状況
を確認し、地域住民の素朴な視線による監視活動を行うとともに、必要な提言を行うことを目的に、平成15年5月に発足、設置趣旨に沿った様々な活動を行っています。

①会
　推
②会
　　
　　
　　
　　

は、発電所そのものの賛否はひとまず置いて、安全運転に係る事業者や行政当局局の必要にして

視点
情報誌

平成29年2月5日発行
第82号

柏崎刈羽原子力発電所の透明性を確保する

h t t p : / / w w w . t i i k i n o k a i . j p

③県、市、村、国、事業者はオブザーバー、又は説明者として出席
④会議の種類： 定例会（毎月1回）
　　　　　　   臨時会（必要に応じ開催）　※会は、原則すべて公開。

オ
ブ
ザ
ー
バー

新
潟
県
、柏
崎
市
、刈
羽
村
、原
子
力
規
制
事
務
所（
原
子
力
規

制
庁
）、地
域
担
当
官
事
務
所（
エ
ネ
庁
）、東
京
電
力（
株
）

定例会定例会
第第161161回回

旨に沿った様々な活動を行っ

第第第11月11月

う
な
方
針
に
変
え
た
の
は
、
規

制
委
員
会
か
ら
の
指
摘
が
あ
っ

た
か
ら
か
。
そ
れ
と
も
東
京
電

力
が
自
ら
考
え
た
の
か
。

Q
地
盤
改
良
の
件
に
関
連
し
て
。
中

越
沖
地
震
の
際
、
柏
崎
刈
羽
原
子

力
発
電
所
各
号
機
の
不
同
沈
下
が

な
ぜ
起
き
た
か
、
未
だ
は
っ
き
り

し
て
い
な
い
。
発
電
所
敷
地
内
の

地
下
水
は
福
島
原
発
の
３
倍
、
４

倍
と
い
う
こ
と
が
影
響
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。

Q
東
京
電
力
が
開
催
し
た
地
域
説
明

会
に
参
加
し
た
住
民
が
と
て
も
少

な
か
っ
た
。
原
因
を
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
。
対
策
を
考
え
て
い
る
か
。

Q
荒
浜
側
（
１
〜
４
号
機
側
）
の

防
潮
堤
周
辺
地
盤
の
液
状
化
対

策
に
つ
い
て
。「
適
切
な
地
盤
改

良
等
の
対
策
」
と
は
ど
の
よ
う

に
行
う
の
か
。

Q
古
い
地
層
の
砂
層
に
つ
い
て
も

液
状
化
の
可
能
性
を
考
え
る
よ

Q
参
加
者
が
少
な
い
の
は
東
京
電

力
へ
の
信
頼
感
の
薄
さ
で
は
な

い
か
。
住
民
に
対
し
て
の
対
応
、

住
民
側
に
立
っ
て
信
頼
を
得
よ

う
と
す
る
こ
と
が
わ
か
る
よ
う

な
対
応
を
し
て
も
ら
い
た
い
。

フ
リ
ー
ト
ー
ク
で
は
、
情
報
共
有
会

議
や
会
の
運
営
に
つ
い
て
議
論
し
た
。

【
情
報
共
有
会
議
に
つ
い
て
】

○
首
長
が
出
席
し
や
す
い
開
催
時
期

を
今
後
検
討
す
る

【
会
の
運
営
に
つ
い
て
】

○
委
員
の
通
算
任
期
が
10
年
で
あ
る

こ
と
及
び
定
例
会
回
数
を
委
員
の

合
意
に
よ
り
変
更
で
き
る
こ
と
を

会
則
の
附
則
に
明
記
す
る
。

○
任
期
の
ま
と
め
と
し
て
４
月
を
目

標
に
提
言
書
を
作
成
す
る
。
会
長

に
指
名
さ
れ
た
数
人
の
委
員
が
提

言
書
案
を
作
成
す
る
。

柏崎刈羽原子力発電所の透明性を確保する地域の会発行

ホームページでは活動状況をタイムリーにお知らせすると共に、会議録、会議資料の全文を公開して
おり、資料をダウンロードすることもできます。また、ホームページおよび地域の会に対する
ご意見・お問合わせについて、ホームページ上からも受け付けています。

今後の｢地域の会｣定例会の開催案内

地域の会の活動はホームページでご覧いただけます。
お
き

い

きます また ホ ムペ ジおよび地域の会に対する
知らせすると共に、会議録、会議資料の全文を公開して
きます また ホ ムペ ジおよび地域の会に対する

いただけます。

会は公開で行われています。
　傍聴はお気軽にお越し下さい。

http://www.tiikinokai.jp

事務局：公益財団法人 柏崎原子力広報センター  〒945-0017新潟県柏崎市荒浜1丁目3番32号

柏崎刈羽地域では新聞折込による配布としております（偶数月の５日）
TEL 0257-22-1896　FAX 0257-32-3228　E-mail info@tiikinokai.jp

　

今
年
の
7
月
、
中
越
沖
地
震
か
ら

10
年
を
迎
え
る
。
当
時
テ
レ
ビ
画
面

に
映
し
出
さ
れ
た
原
子
力
発
電
所
か

ら
立
ち
上
る
炎
と
煙
の
画
像
、
そ
の

イ
ン
パ
ク
ト
に
よ
っ
て
原
子
炉
は
正

常
に
停
止
し
た
と
い
う
事
実
は
か
き

消
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
画
像
と

同
時
に
本
来
届
け
ら
れ
る
べ
き
だ
っ
た

情
報
が
十
分
に
発
信
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
と
い
う
印
象
が
今
も
拭
え
な
い
。

　

「
情
報
と
は
受
け
手
が
選
択
す
る

も
の
で
あ
り
出
し
手
が
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
す
べ
き
で
は
な
い
。
透
明
性
の
確

保
に
は
そ
れ
が
不
可
欠
で
あ
る
。
」

私
た
ち
は
地
域
の
会
の
活
動
を
通
じ

て
そ
の
こ
と
を
学
ん
で
き
た
。
10
年
前

の
あ
の
時
、
出
し
手
の
意
図
が
介
在

し
て
い
た
と
は
思
わ
な
い
。
が
、
当

時
と
比
較
に
な
ら
な
い
程
多
様
化
し

玉
石
混
合
の
情
報
が
飛
び
交
う
現
在
、

出
し
手
に
は
そ
の
姿
勢
が
よ
り
強
く

求
め
ら
れ
る
べ
き
だ
と
感
じ
て
い
る

が
、
さ
て
現
実
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

（
石
坂
委
員
）

※開催日時や場所は変更になる場合がありますので、
　詳しくは事務局にお問い合わせ願います。

第166回定例会第165回定例会

場所：柏崎原子力広報センター
日時：平成29年4月12日（水）午後6：30～8：50日時：平成29年3月1日（水）午後6：30～8：50

場所：柏崎原子力広報センター

編
集
後
記



【
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
種
類
と

課
題
に
つ
い
て
】

■
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁

　

柏
崎
刈
羽
地
域
担
当
官
事
務
所

日
野
裕
司 

所
長

●
２
０
１
３
年
の
我
が
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
自

給
率
は
6.2
％
、
※
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
34
か
国
中

２
番
目
に
低
い
水
準
。
東
日
本
大
震
災

前
の
２
０
１
０
年
に
19.9
％
あ
っ
た
自
給

率
が
、震
災
後
、原
子
力
が
停
止
し
、火

力
の
割
合
が
増
え
た
た
め
減
少
。ま
た
、

電
気
料
金
や
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
も

増
え
て
い
る
。

●
長
期
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
見
通
し
に
お
け

る
政
策
目
標
は
、安
全
性
を
大
前
提
と

し
、自
給
率
は
震
災
前（
約
20
％
）を
上
回

る
概
ね
25
％
、電
力
コ
ス
ト
を
現
状
よ
り

も
引
き
下
げ
、欧
米
に
遜
色
な
い
温
室

効
果
ガ
ス
削
減
を
目
指
す
こ
と
で
あ
る
。

●
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
は
最

大
限
の
導
入
を
図
り
、2
0
3
0
年
度

電
源
構
成
の
22
〜
24
％
程
度
を
賄
う
こ

と
。
具
体
的
な
取
組
と
し
て
は
、固
定

価
格
買
取
制
度
に
よ
り
2
0
3
0
年

度
3.7
〜
4.0
兆
円
買
い
取
る
こ
と
な
ど
を

見
込
ん
で
い
る
。

■
新
潟
工
科
大
学　

佐
藤
栄
一 

教
授

●
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
は
、エ
ネ
ル

ギ
ー
源
と
し
て
永
続
的
に
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
、資
源
が
枯
渇
せ
ず
繰
り
返

し
使
え
、発
電
時
や
熱
利
用
時
に
二
酸

化
炭
素
を
ほ
と
ん
ど
排
出
し
な
い
、太

陽
光
、風
力
、水
力
、地
熱
、バ
イ
オ
マ
ス

な
ど
を
指
す
。

●
我
が
国
の
年
間
発
電
力
量
に
お
け
る

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
割
合
は
、

2
0
1
5
年
度
で
全
体
の
14.6
％
。

2
0
3
0
年
度
は
22
〜
24
％
を
目
標

と
す
る
。今
後
は
低
コ
ス
ト
化
、高
効
率

化
、低
炭
素
化
な
ど
の
技
術
開
発
に
加

え
、導
入
や
実
証
の
促
進
、啓
蒙
活
動
、人

材
育
成
な
ど
が
必
要
で
あ
る
。

【
質
疑
応
答
】

エ
ネ
庁　

風
力
や
太
陽
光
の
導
入
見
込
量

は
、
一
般
的
な
設
備
利
用
率
を
用
い

て
機
械
的
に
算
出
。
出
力
制
御
の
状

況
に
よ
っ
て
導
入
量
は
変
化
し
、
そ

れ
に
伴
い
火
力
等
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

の
量
も
変
化
し
う
る
。

佐
藤
教
授　

震
災
以
降
、
国
か
ら
投
資
さ

れ
る
費
用
規
模
は
大
き
く
な
っ
て
い

る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
大
き
な
も
の

に
な
り
増
え
て
い
る
こ
と
を
感
じ
る
。

エ
ネ
庁　

L
E
D
の
普
及
な
ど
様
々
な
取

組
を
考
慮
し
た
上
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
効
率
の
35
％
改
善
を
図
る
見
込
み

と
な
っ
て
い
る
。

エ
ネ
庁　

徹
底
的
な
省
エ
ネ
を
し
、再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
最
大
限
の
導
入
を
図

り
、原
子
力
に
つ
い
て
は
可
能
な
限
り
低

減
し
て
い
く
と
い
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

の
基
本
的
ス
タ
ン
ス
に
変
わ
り
は
な
い
。

エ
ネ
庁　

エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
見
通
し
は
、

想
定
さ
れ
る
需
要
量
か
ら
必
要
な
発

電
量
を
算
定
し
、
各
エ
ネ
ル
ギ
ー
源

の
特
性
を
踏
ま
え
策
定
。
個
々
の
建

設
計
画
と
結
び
つ
け
て
い
な
い
。

エ
ネ
庁　

省
エ
ネ
も
再
エ
ネ
も
目
標
を
達

成
す
る
た
め
に
は
か
な
り
の
努
力
が
必

要
。
国
と
し
て
最
大
限
の
取
組
を
図
っ

て
い
く
。

エ
ネ
庁　

太
陽
光
、
風
力
発
電
に
関
し
て

点
検
や
保
守
の
不
備
が
散
見
し
、
規

制
を
厳
し
く
し
て
い
る
。
他
方
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
促
進
に

つ
い
て
は
、
国
民
負
担
と
の
バ
ラ
ン

ス
を
考
慮
し
つ
つ
、
固
定
価
格
買
取

制
度
な
ど
の
促
進
策
を
設
け
て
い
る
。

　

今
回
の
定
例
会
は
、「
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
種
類
と
課
題
に
つ
い
て
」

と
題
し
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
柏
崎
刈

羽
地
域
担
当
官
事
務
所
の
日
野
所
長
、

新
潟
工
科
大
学
の
佐
藤
栄
一
教
授
を
招

き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
現
状
や
今
後
の
見
通
し
、

国
の
政
策
や
課
題
な
ど
に
つ
い
て
勉
強

会
を
開
催
し
た
。

※
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
…
経
済
協
力
開
発
機
構
。欧
州
諸
国
を

中
心
に
日
・
米
を
含
め
34
ヶ
国（
２
０
１
３
年
時

点
）の
先
進
国
が
加
盟
す
る
国
際
機
関
。

佐
藤
栄
一 

教
授 

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

新
潟
大
学
大
学
院
自
然
科
学
研
究
科
を
修

了
。工
学
博
士
の
学
位
取
得
。平
成
２５
年
に
新

潟
工
科
大
学
情
報
電
子
工
学
科
の
教
授
と
な

る
。専
門
は「
医
用
電
子
工
学
・
情
報
機
器
応

用
」。こ
れ
ま
で
雪
氷
冷
熱
、中
小
規
模
水
力

発
電
な
ど
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
企
業
と

共
同
研
究
を
行
う
。柏
崎
原
子
力
広
報
セ
ン

タ
ー
の
研
修
講
師
と
し
て
も
活
躍
中
。

日
野
裕
司 

所
長 

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

東
京
理
科
大
学
大
学
院
経
営
工
学
専
攻
修

士
課
程
を
修
了
。平
成
８
年
に
通
商
産
業
省

（
現
経
済
産
業
省
）に
入
省
し
、平
成
２６
年
７

月
に
柏
崎
刈
羽
地
域
担
当
官
事
務
所
長
に
着

任
。柏
崎
刈
羽
地
域
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー・

原
子
力
政
策
の
広
聴・広
報
を
担
当
。

定例会定例会
第第162162回回回

オ
ブ
ザ
ー
バー

場　

所
柏
崎
原
子
力
広
報
セ
ン
タ
ー（
研
修
室
）

開
催
日
平
成
28
年
12
月
7
日（
水
）

出
席
者
17
名（
欠
席
3
名
）

新
潟
県
、柏
崎
市
、刈
羽
村
、原
子
力
規
制
事
務
所（
原
子
力
規

制
庁
）、地
域
担
当
官
事
務
所（
エ
ネ
庁
）、東
京
電
力（
株
）
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再
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可
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エ
ネ
ル
ギ
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種
類
と
課
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に
つ
い
て
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員
勉
強
会
を
開
催

「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
種
類
と
課
題

「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
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の
種
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と
課
題
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い
て
」委
員
勉
強
会
を
開
催

第第第12月12月

Q
電
源
構
成
で
２
０
３
０
年
度
に
石

炭
火
力
を
26
％
に
す
る
と
い
う
の

は
、新
増
設
す
る
石
炭
火
力
発
電
所

も
含
ま
れ
て
い
る
の
か
。

増
設
を
検
討
す
る
が
柏
崎
市
に
断

ら
れ
、
系
統
接
続
を
東
北
電
力
に

断
ら
れ
た
。
国
は
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
進
め
て
お
き
な
が
ら
、

こ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。

Q
2
0
3
0
年
ま
で
の
15
年
間
で
現

在
の
倍
く
ら
い
の
太
陽
光
の
発
電

目
標
が
出
さ
れ
て
い
る
。
国
の
本

気
度
が
知
り
た
い
。

Q
柏
崎
の
風
力
発
電
に
つ
い
て
。

（
自
分
が
所
属
す
る
団
体
で
は
）

風
車
の
雷
被
害
や
修
理
費
な
ど
資

金
面
で
苦
労
し
て
い
る
。
風
車
の

Q
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
場
合
、

天
候
に
よ
っ
て
発
電
が
不
安
定
と

な
り
、
火
力
に
よ
る
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
が
必
要
と
な
る
と
思
う
。
エ
ネ

ル
ギ
ー
需
給
見
通
し
で
は
、
ど
の

程
度
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
見
込
ん
で

い
る
の
か
。

Q
省
エ
ネ
に
関
し
て
技
術
的
な
こ
と
や

設
備
投
資
な
ど
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
算

出
す
る
上
で
考
慮
さ
れ
て
い
る
か
。

Q
福
島
事
故
を
受
け
て
除
染
、
賠
償
、

廃
炉
な
ど
、
と
て
つ
も
な
く
費
用

が
増
え
て
い
く
と
言
わ
れ
て
い
る
。

電
源
構
成
の
中
の
原
子
力
部
分
の

見
直
し
は
ど
う
な
る
の
か
。
環
境

汚
染
、
経
済
性
の
面
か
ら
言
え
ば

原
子
力
の
割
合
を
も
う
一
度
考
え

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
感
じ
て
い

る
が
ど
う
か
。
高
速
炉
開
発
を
続

け
る
よ
り
も
本
気
で
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制

を
充
実
さ
せ
れ
ば
安
全
で
住
民
が

希
望
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
シ
フ
ト

で
き
る
の
で
は
な
い
か
。


